
【図表】プロボストとその周辺組織〜研究大学の例＊

　アメリカの大学でも、迅速な意思決
定、およびその決定を実際に行動に移
すことは、容易ではない。よく、「氷山
を動かすようなもの」と評される。それ
でも、日本の大学に比べれば速いと言
えるかもしれない。とりわけ、全学的な
意思決定は明らかに速い。そこには、
アメリカの大学のガバナンスの特徴
や、プロボスト（Provost）と呼ばれる
役職者が果たしている役割がある。
　ここでは、主に全学的な意思決定に
焦点をあてて、アメリカの大学のガバ
ナンスとプロボストについて紹介し、
日本の大学に取り入れる場合、どのよ
うな条件が整えば機能するのかを検討
したい。なお、アメリカの高等教育の
特徴は多様性にあり、ガバナンスも例
外ではなく、大学によって大きく異な
る。この点に留意して本稿を読んでい

ただきたい。
　プロボストは、日本の大学に対応
するポストや職名がないため理解し
にくい。しばしば「教務担当副学長」
や「学務担当副学長」などと訳される
が、日本のこれらの役職と比べると、
権限は広く、強い。このことも、プロボ
ストの正しい理解を難しくしている。
アメリカにおいてプロボストは、1960
年代に多くの大学に置かれるように
なった。ただし、プロボストを置かない
大学もあるし、プロボストにあたる職
として、senior vice president（統括副
学長）やvice president for academic 
affairs（教務担当副学長）などを置く
大学もある。また、プロボストがこれら
の職名を併せ持つケースもある。

　プロボストを理解するには、アメリ

カの大学のガバナンスを理解する必要
がある。ガバナンスの大きな特徴とし
て、シェアド・ガバナンスが挙げられ
る。これは、意思決定を担う理事会、
それを実行する大学執行部、教学を担
当する教授団（faculty）の３者による
共同の統治を指す。全学的な意思決定
が迅速になされるのは、一つには、３
者それぞれの役割と権限が明確に規定
されているためである。もう一つは、
教授団も、全学的な視点で考えるため
である。
　理事会は、長期的な視野から、意思
決定やマネジメントを、大学執行部は
全学レベルの短期のマネジメントや、
予算執行などのルーティンワーク、そ
して教授団は、教学に関するほとんど
全てのことに対する決定権を持つ、と
いったように、役割と権限が分かれて
いる。ただし、教学についても形式的に
は、最終決定権は理事会が持ち、教授
団はこれを委譲、委任、あるいは理事

会による事後承認などの形式を取る。
　このようなガバナンスの下で、プロ
ボストは執行部の長たる学長の代理と
して重要な役割を果たしている。学長
は、理事会から指名されて大学のマネ
ジメント全体に責任を持つが、寄付金
募集などの対外的な活動も行う「大学
の顔」として、多忙である。このため、
大学のマネジメントは、実質的にプロ
ボストに委ねられることが多い。プロ
ボストは、学部長・大学院長（dean）
と同様、学長が指名するが、実際には
理事会の選考委員会などが事前に候補
者を選定するケースが多い。教学面に
精通している必要があるため、教員出
身者がめだつ。
　アメリカのプロボストは、大学の教
学面全てについて権限と責任を持って
いる。一般的な教学担当副学長と異な
るのは、予算や人事権など、学長に代
わり全ての権限を持っていることであ
る。したがって、日本の大学に即して
言えば、教育と研究という教学面だけ
ではなく、それらに関係する予算の執
行や人事まで、幅広い権限を持つ。

　そのため、学部長や図書館、および
事務局や産学連携など、組織、施設も
統轄する。学長不在の場合には、学長
の職務を代行する。その意味でプロボ
ストは、学長に次ぐ大学のナンバー２
であり、その経験者が、同じ大学、あ
るいは別の大学の学長になるケースも
多い。
　一方、教学面に関しては、実際、教
授団が決定することがほとんどである
ため、プロボストは教授団との調整が
非常に大きな役割となっている。日本
の大学では、予算をどう配分するか委
員会で決めることが多いが、アメリカ
の大学では、プロボストに決定権があ
る。プロボストが複数部局の教授団と
の間で配分額を調整し、教授団は配分
された予算の使い道を決める権限を
持っている。委員会での議決を経る必
要がないために、迅速な予算執行がで
きる。
　学長と同様、プロボストは独立した
オフィスを構え、多くのスタッフを抱え
る。図表はアメリカの研究大学の例で
あるが、プロボストの下に、副プロボス
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意思決定に貢献するプロボスト

ガバナンス改革の議論の中で、注目を集める「プロボスト」というポスト。
「日本の大学に比べ、全学的な意思決定が速い」
とされるアメリカの大学の、プロボストに代表されるガバナンスの特徴と
プロボストを日本の大学に導入する場合の注意点について、
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　アメリカの大学の意思決定が迅速
なのは、理事会、執行部、教授団の三
権分立により交渉先が明確なので、結
果、プロボストが調整しやすいことに
ある。もし日本の大学にプロボストを
導入するとしたら、この役職を置くだ
けではなく、それを支えるしくみも合
わせて導入する必要がある。
　まず、何より理事会、執行部、教授
会の役割と権限を明確化し、その中で
全学の調整役としてプロボストを置く
ことが、全学的な意思決定の迅速化の
ための条件である。日本の大学にも、
教務、学生、研究など、個々の職務に
関わる調整役は存在する。しかし、全
学的な調整役は存在していない。ま
た、プロボストに予算の配分や執行権
を持たせることも重要である。
　日本の大学では、学長に対するサ
ポート体制が弱い。プロボストを置い
た場合でも、専属スタッフの確保な
ど、十分なサポート体制がないと、う
まく機能しないであろう。プロボストの
役割と権限を明らかにして、全学レベ
ルの委員会などの調整と意思決定のし
くみと連動させることが重要である。
　日本では、予算執行などのルーティ
ンワークでも、委員会で決定すること
が多いが、現実的に委員会はそれほ
ど頻繁には開かれないため、意思決定
が遅くなるという傾向がある。「全学
の予算の配分、執行など、ルーティン
ワークはプロボストに任せる」といっ
た工夫の積み重ねにより、はじめて全
学的に迅速な意思決定と執行が可能に
なるであろう。

　● 特集　迅速な意思決定のしくみの構築
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